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飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 9 1 年度に飛鳥地域において実施した石神遺跡・坂田寺・飛鳥池遺跡の調査概要を報告する

（10頁の一覧参照) 。

１．石神遺跡第1 0 次調査

遺構今年度から旧飛鳥小学校の敷地（小字唐木）を調査する予定となった。今回の調査地は第

３次調査区の西，史跡水落遺跡の北にあたる。検出した遺構は，大きくＡ期（７世紀中頃：斉明

朝) ，Ｂ期（７世紀後半：天武朝) ，Ｃ期（７世紀末～８世紀初頭：藤原宮期）にわかれる。

［Ａ期］飛鳥寺の北に東西大垣S A6 0 0が作られ，その北側に石神遺跡（斉明朝の饗宴施設) ，

南側に水落遺跡（斉明六年く6 6 0 ＞に中大兄皇子がつくった漏刻台＝水時計）が形成された時期。

S A6 0 0は低い韮壇をもつ掘立柱の一本柱塀で，第３次調査区で約4 5 , 分を検出していた。今回，

調査区の東側でその西延長部の柱掘形を４箇検出した。このS A 6 0 0 の西端の柱穴から西へ約7 . 5 ｍ

の間に柱穴はないが，その西側でS A 6 0 0 と方位を揃え，柱間寸法も同じ2 . 5 4 ｍ等間である東西塀

S A 1 6 0 0 を７間分検出した。S A 6 0 0 とS A 1 6 0 0 は掘形の大きさや柱の径がわずかに異なるものの，一

連の計而にもとづき造営された大垣とみられる。しかし，その間に柱穴はなく，この間は両遺跡

を結ぶ通路として利用されたと考えられる。したがって，今回検出したＡ期の遺術は，１) 東西大
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１．水落遺跡に属す遺構S A 1 6 0 0 の基壇南縁

を限り西へ流れる石組碑S D 1 6 0 1 と，その南に

広がる石敷S X 1 6 3 0がある。S D1 6 0 1は，底幅４０

～5 0 c mの溝に復原できる。側石はほとんど失わ

．れているが，基城南縁を剛す玉石が溝の北の側

ロ石を兼ねた構造となろう。S X 1 6 3 0 の石の敷き
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方は，石ﾈ ' ' 1遺跡側の石敷ＳX１５９０．１６４５．１６５５

にくらべ丁寧で，石も全体に小型である。

２．水落遺跡と石神遺跡を結ぶ遺構通路
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S X 1 6 2 0 ，水時計遺構から北へまっすぐ延びる

木樋Ｅと小鋼管を埋設した掘形S D 2 7 7 ，その

～抜取り溝S D 1 5 9 5 ，おなじく北北西に延びる木
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飛鳥地域調査位澄図（１：8 , 0 0 0 ）S D 2 9 7 がある。
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S X 1 6 2 0 は，S A 6 0 0 の面の柱３間分を幅約7 . 5 ｍの通路としたもの。木樋と小鋼管を埋設した掘形

S D 2 7 7 は約1 2 , 分を検出し，水時計中心部から5 0 ｍ以上延びていることを確認した。その抜取溝

S D1 5 9 5 には大鼓の焼土が含まれており，S X l 6 1 0 やS A 6 0 0 が焼失した後に水樋などが抜き取られ

たことを示している。なお，水落遺跡の第５次調査区の所兄では，外寸法で約3 0 c i n の幅をもつ木

樋Ｅと，小釧管を包む] Oc I n 角の木樋は，心々距離で約5 0 c mの間隔を保ち併設されているが，今回

の観察結果では一方の抜取り痕跡しか認められず，どちらかが水落遺跡の第５次調査区と今回の

調査区との間で東西いずれかの方向に曲がっていると推定される。いずれとも決しがたいが，断

面観察の結果では，木樋Ｅが北へ延びている可能性が高い。

木樋Ｈを埋設した掘形S D l 6 2 5 は約1 7 , 分を検出し，木槌Ｇとの接続点から3 6 ｍ以上延びる。

これもS X 1 6 1 0 が焼失した後に木槌を抜き取っている。

３．石神遺跡に属す遺構東西大埋S A6 0 0・’ 6 0 0の北に広がる石敷159 0 . 1 6 4 5 . 1 6 5 5 , S A1 6 0 0と

柱列S X 1 6 1 0にとりつき通路S X 1 6 2 0の西を画す南北塀S A1 6 4 0，S A1 6 0 0の約５ｍ北を西へ流れる

東西石組溝S D1 6 5 0，訓査区の北辺に沿って検出した東西方向の柱列ＳX 1 6 1 0 . 1 6 7 0 . 1 6 5 5がある。

S X 1 5 9 0 はかなり批なわれているが, S A 6 0 0 とS X 1 6 1 0 の間は，全面にわたって石敷で舗装してい

たとみられる。ＳX 1 6 4 5 . 1 6 5 5 もS X 1 5 9 0 と同じ大きさの川原石を敷きつめたもので，S D1 6 5 0 にむ

かって緩やかに傾斜し，S A 1 6 0 0 とS X 1 6 7 0 の間の雨水を排水する。

SA1640は５間分を検出し，柱間寸法は2. 1ｍ等間。SD1650は満' ' １} , i 約40cn1で，ｉｌｆｌｊ側にひとかかえ

ほどの玉石を立て側石とする。東端の構造が不明であるが，S A 1 6 4 0 付近の石敷の残存状況からす

ると，全体が浅くくぼみ，周囲の雨水を集めてS D1 6 5 0 に排水していたと推定される。

柱列ＳX 1 6 1 0 . 1 6 7 0は，一連の東西棟建物の南側柱になるのか，東i ) t i 塀になるのか訓査区内の

所見だけでは判断しがたい。しかし，S A 1 6 4 0 を境に東と西では柱筋がわずかに揃わず，柱抜取

り穴の形や柱間寸法も異なることから別の構造物であった可能性が高い。ただし，いずれの柱

抜取り穴にも焼土が充満しており，同時に焼失した同時期の遺構と考えられる。S X 1 6 1 0 の柱間

寸法はほぼ2 . 6 ｍで割りつけられるが，東から３間目が3 . 4 ｍと広い。S X 1 6 7 0 の柱間寸法は若干

のばらつきがあ

るが，ほぼ2 . 3ms x l 6 7 0

である。

柱列S X 1 6 6 5は

２間分を検出し
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た。柱間寸法は姉〔
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東から約3 . 5 , , ,

約4 . 3 ｍである。

廃絶の時期は

SXl 670とl i i l 時期
石神遺跡第1 0 次訓炎遺椛図（１：4 0 0 ）
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と推定されるが，断ち割り調査の結果では，柱

掘形が掘られた時期はS X 1 6 7 0 よりわずかに遅

れる。その基坑築成に伴い建てられた付属的な

施設と考えられる。

［Ｂ期］Ａ期の遺構が取り壊され，配侭の異

なる建物群が建設された時期。今回は，

S A1 6 0 0の南約1 . 2ｍにある東西塀S A1 6 0 5を７

間分と，柱列S X 1 6 6 0を検出した。S A1 6 0 5は，

柱間寸法と造営方位はS A 1 6 0 0 と一致し，柱位

侭もほぼ正確に揃う。このS A 1 6 0 5 は，第３次

調査で検出した東西塀S A 5 6 0 の西延長部とみら

れるが，通路S X 1 6 2 0 部分で柱穴は兄いだされ

なかった。第３次調査区では，柱掘形はS A 6 0 0

の基填上面から掘り込み，一部でS A 6 0 0 の柱掘

形を壊し，基壇もかさ上げして南縁の化粧石も

据えなおしているという所見から，Ａ期の大垣

の位侭を南にずらし，Ｂ期もその位置をほぼ踏

襲したものとみられてきた。しかし，柱間寸法

と柱位侭がS A1 6 0 0と揃い，通路S X 1 6 2 0部分に

この塀が続かないことを重視すれば，S A 1 6 0 5

Ａ

妻

…

一

Ｉ

鱗|璽麺
１

１
ー

石神遺跡Ａ－３期主要遺構配慨図（１：2, 000）はSA1600と一体の構造をもち，一時期遅れて

付け加えられた可能性も考えられよう。その場合，S A 1 6 0 5 はＡ期の遺構となり，これまでのＢ

期の遺構配侭については再考が必要となる。S X 1 6 6 0 は，５間分（2 . 3 ｍ等問）を検出したのみで

あるが，あるいは東西棟建物の南側柱列となる可能性も残る。

［Ｃ期］Ｂ期の遺構がすべて取り壊され，小規模な建物や井戸が作られた時期。今回は，大雄

の土師器や須恵器を含む大小の土坑や斜行溝S D1 6 3 2 を検出したにとどまる。

まとめ石神遺跡の南北の規模は東西大通S A 6 0 0 から北へ1 6 0 ｍ以上におよぶことが知られていた

が，今回，東西の規模が1 4 0 ｍ以上になることが明らかとなった。Ａ－３期の遺構は，この中に５

つほどの空間としてまとめられる。

S A 6 0 0 の北には，石敷きを中心とした空間がひろがる。井戸S E 8 0 0 から北へ延びる石組満の束

には，４棟の建物で囲まれた狭長な東区画がある。一方，石組溝の西にはより広大な両区画の存

在が解明されつつある。さらに，この北には，石組瀧の東に特異な平而形をもつ建物を中心とし

た区i l I I i があり，西には総柱建物が数棟建ち並んでいたようである。このうち，東区T I I I i はきわめて

コンパクトにまとめられた配樋をもち，承要な役割を果たした施設のひとつと推定される。一方，
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西区両では，２棟の四面廟建物が検出されており，束区i I I i より大規模かつ中椛的な施設であった

可能性が高い。今回検出した柱列ＳX 1 6 1 0 . 1 6 7 0は，この両区i I I l i の北を画す建物S B1 3 3 0に対応し

た南限施設となる可能性も考えられよう。その場合，Ｗ区画の南北の規模は1 1 0 ｍ近くに及び，東

西の規模は4 2 ｍ以上となる。また，今何の調査では，石神遺跡と水落遺跡が，S A 6 0 0 で完全に陥

てられた別の空間として機能していたのではなく，通路S X 1 6 2 0 によって一体の空間として利用さ

れ，水を利用した施設が西区画の中心部に延びていることも確認された。来年度以降の調査で，

西区i I I I i の建物配侭と，水を利用した施設の解明が期待される。

２．坂田寺跡第７次調査

県の環境整備事業に伴う遺構確認訓査の第２年次に当る。前回は，第３次調査で確認した西面

する仏堂の南東隅と単廊の廻廊を検出し，両粁が８世紀後半に造営された栴皮葺きの建物である

ことなどを明らかにした。今回検出した遺構には，南面廻廊とその内外の雨落櫛，内庭の石敷の

ほか，石組施設・瀧・炉や土砂崩れの跡などがある。

南面廻廊S C 1 8 0 廻廊は梁間１間で，柱間寸法は桁行・梁間とも３ｍ（１０尺）である。新たに１５

間分を検出し，昨年検出した２間を合わせると1 7 間以上の規模になる。基城は，花尚粉の岩撚を

削って平坦面を形成し，両側の雨落飾を削り込むことで成形する。その上面に礎石を据え，さら

に基壊土にあたる砂質土を薄く積む｡ 廻廊の南側柱列には, 各礎石間の中央に角柱列S X l 9 0 がある。

柱は一辺20 c n1，深さ25 c mの掘形を掘って据える。柱根が世存した例では一辺12 c I 1 1 × 7 . 5 c mの断面

長方形で，短辺を桁行方向に揃える。類例はl l l I l - I 寺にあるが，柱掘形は大型で柱間寸法にばらつ

きがある。この角柱列の機能については腰壁束の一種である可能性が高いが，今後頻例を待って

検討したい。

廻廊南雨落溝S D 1 8 1

S D1 8 1は岩盤を幅1 . 5～

2 . 0ｍ，深さ0 . 2～０．３ｍほ

ど削り，溝の南外方は1 幅

約0 . 5 ｍほどの平坦面をも

つだけで急傾斜で丘陵に

いたる。雨落識は，当初

粘土噸を溝底とし，石で

護岸していた（S D1 8 1 A）

が，その後，溝は基壊縁

石と護岸の石の据え付け

掘形を含め掘り直され

（SD181B) ，１０世紀後半代

に埋没したとみられる。 坂田寺調査位ｌｉｗＷＩ（ｌ：2 , 0 0 0）
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廻廊北雨落溝S D 1 8 2 S D 1 8 2 は調査区の東と両で検出したが，両者で様相が異なる。束では第６

次調査区での所兄とI I f l じく，建築部材を含む黒灰色有機質土隔の下で，幅1 . 6 ｍ，深さ0 . 3 ｍの素

掘り櫛を検出した。西では当初幅0 . 8 ｍの石組櫛であったことを確認した。したがって廻廊の当初

の基輔幅は5 . 4 ｍと推定される。北雨落赫の内側は人頭大の川原石で舗装する（S X l 7 4 ) 。

その他の遺構石組施設S X 1 7 5 ，南北瀞S D１８４．１８５，土坑状のくぼみS X ] ８６．１８７，炉跡S X 1 8 8 ，

土砂崩れ跡S X 1 9 1 . 1 9 2 がある。S X l 7 5 は，第６次調査で既に検出しているが，廻廊の入隅から２

間目の内側礎石列上に大型の石材を長方形に組んだものである。底は岩稚を削りだしたままで敷

石などは無く，改修後の北雨落溝底とほぼ同じ高さである。

遺物建築部材（柱・頭貫・虹梁・巻斗・楕皮）・瓦・土器・施紬陶器・鉄釘などがある。瓦

以外は極めて少鎧で，建築部材を除けば，外側から流入した遺物がほとんどである。土器には

土師器・須恵器・黒色土器があり，土師器では奈良時代前半から平安時代にかけての灯明皿が

多い。施紬陶器には緑紬と，型押しの文様をもつ椀形の内外面に紬薬を施す唐三彩がある。

まとめ今ＩＩｌＩの調査で，南面廻廊の規棋が隅から1 7 間以上であることが確認された。周辺の地

形から廻廊は1 9 間以上には延びないと考えられ，その東西幅は5 1 ｍ以上5 7 ｍ未満となる。廻廊

の南北幅は5 8 ｍ程度と推定されており，廻廊で洲まれた空間は，ほぼ正方形に近く，その規模

は一般的な国分寺とほぼ等しい。なお，廻廊南の土砂崩れによって形成された高まりには多競

の瓦や基壊土と思われる1 1 1 土のほか，土製小仏像，金箱を貼った漆製品の断片やガラス玉が含

まれており，丘陵上に瓦葺きの堂塔の存在が推定で’ 7 ' ” γ …

きる。出土した瓦は７１世紀後半から末のものと，奈

良時代末から平安時代初めのものが多く，匠陵上に

は仏堂や廻廊の造営以前に建てられたものと以後に

建てられたものとがあって，廻廊倒壊時まではとも

に存在したと考えることができそうである。これは

廻廊内に堂塔が存在したか否かという問題も含め，

奈良時代の坂田寺の伽藍全体の構成と関わる問題で

あり興味深い。
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３．飛鳥池遺跡の調査（飛鳥寺1 9 9 1 - 1 次調査）

飛鳥寺の南東に位侭する飛鳥池の埋め立てに伴い，明日香村教育委員会と合同で実施した調査。

検出した遺憐は，掘立柱建物８棟，掘立柱塀４条，炉跡１０基以上，石敷４，石細満２条，井戸２

基，素掘り溝，土坑などである。遺椛は，平安時代，藤原宮期，７枇紀中頃にわかれる。

平安時代の遺構谷（S D 8 0 9 ）に沿った素掘り溝S D 7 7 1 がある。調査区南西辺では幅0 . 4 ｍ，深さ

0 . 4 5 ｍあり，谷筋に沿って北東に延びる。

藤原宮期の遺構整地土の上面で建物，塀，炉跡，井戸，術，土坑を検出した。これらは金属製

品などの製作に関連する遺構であり，谷筋（S D 8 0 9 . 8 1 0 ）に堆積した炭牌と粗炭ﾙ ｻ から，金属製

品（鉄・銅）・ガラス製品・木製品の製作に関わる遺物が大雄に出土した。

掘立柱建物は，ほぼ方眼方位にそったＳB７４８．７５４．７５７と，北で東にふれるＳB7 6 7 . 7 8 5 . 8 0 5 .

8 0 8 がある。S B 7 4 8 は柱間1 . 8 ｍ（６尺) 。S B 7 5 4 は梁間，桁行とも2 . 4 ｍ（８尺）等間の南北棟であ

ろう。S B 7 5 7 は東西の柱間2 . 4 ｍ（８尺) ，南北の柱間3 . 0 ｍ（1 0 尺) 。この２棟は軍複しており，

S B 7 5 7 が古い。北で東にふれる建物は調査区の北半にある。北辺に位侭するS B 8 0 5 は２間× ３間

の建物で，斜而を削って平坦面を作り，1 1 1 側に２条の排水櫛S D8 0 3 とS D8 0 4 を巡らす。梁間2 . 2 ｍ

等間，桁行は総長６ｍを1 . 8 ｍ（６尺）２間と2 . 4 ｍ（８尺）に３分する。S B 8 0 8 はこのS B 8 0 5 北東

妻に重複する建物。梁間総長は4 . 4 ｍで同じ。桁行の柱間は1 . 8 ｍ（６尺) 。２棟は側柱筋をほぼ揃

える。新旧は不明。S B 7 8 5 はS B 8 0 5 の南東にあり，規模は２間× ２間か。桁行2 . 7 ｍ（９尺）等間，

梁間約3 . 9 ｍである。南両の妻付近に炉跡S X 7 8 8 . 7 9 1 がある。S B 7 8 1 はその南両にある小規模な

掘立柱建物で，梁間2 . 4 ｍ，桁行3 . 2 ｍである。北両妻柱筋はS B 8 0 5 の側柱筋にほぼ揃うので，２

棟は一体のものであろう。建物内部に炉跡S X 7 7 4 ～7 7 6 . 7 8 7 がある。これらの建物は内部やその

近辺に鍛冶炉跡があるので工房と考えられる。調査区両辺にあるS B 7 6 7 は２間× ３間で梁間1 . 8 ｍ

（６尺) ，桁行は２間が1 . 6 5 ｍ（5 . 5 尺) ，１間が0 . 9 ｍ（３尺）である。

掘立柱列ＳA748 . 7 5 1は調査区の南西部にあり，SA748は柱間1 . 8ｍ（６尺) の２間, S A75 1は3 . 0ｍ

（１０尺）である。近接して炉跡S X 7 5 0 があるので建物の一部か。塀S A 7 5 3 は大型の土坑S K 7 7 0 や

炉跡群の南にあり，４間で柱間は3 . 0 ｍ（1 0 尺）等間，柱掘形は便辺が１ｍをこえ大型である。柱

筋はS A 7 5 1 やS B 7 8 5 の側柱筋とほぼ並ぶ。この塀の南には廃棄物の堆積解ともいえる炭届が広が

るので，作業区域の南東を限る塀と考えられる。ＳA 7 5 6 . 7 5 9 は調査区の両端にあって互いにほぼ

直交する２条の掘立柱塀である。S A7 5 6 は柱問1 . 5 ｍ（５尺）で３間分を，S A7 5 9 は柱間1 . 8 ｍ（６

尺）で３間分を検出した。

鍛冶炉は直径3 5 ～4 0 c m，深さ１０c m, 前後のi I l 形の炉跡が1 0 茶以上ある。これらは地面を掘り下げ

ただけのものと，穴を掘ったあと内側に粘土を張りつけたものがある。S X 7 8 8 は６つの炉が軍なり，

古いものの内側に土を入れて粘土を貼り，かさ上げしながらつくり替えている。妓下屑のS X 7 8 8 6

は東西約7 7 c m，南北5 0 ｃｍ以上あるo S X 7 7 4 ～7 7 6 は検川面では３基の炉が位慨をずらしながら亜複

していたが，その下隔にも少なくとも２韮の炉跡があり，近接した狭い範I 州で何度も炉をつくり

７
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替えている。これらの炉跡を，先にのべた掘立柱建物S B 7 8 1 とS B 7 8 5 が覆っていたと考えられる。

S B 8 0 5 の南西にあるS X 8 0 0 は直径約6 0 ｃｍあり，内部に厚さ1 0 ｃｍほど炭が充満する。炭の中からは

銅釘や銅切り屑・銅塊が出土した。このほか，調査区南端に小型の鍛冶炉S X 7 5 0 があり，西部に

やや大型の炉跡S X 7 6 0 がある。S X 7 6 0 は幅約5 0 c m，残存する長さ約１ｍであるが，他の鍛冶炉の

ように内部に炭の堆積はない。

井戸S E 7 7 7 は曲物側板を枠とする。枠は一段のみで，掘形径6 0 c m，I l l I 物径4 5 ｃｍである。

建物S B 7 8 5 や塀S A 7 5 3 の南から東にかけては，多堂の炭・灰を交えた遺物包含屑があった。こ

の牌は，調査区南西から北東に延びる浅い谷S D 8 0 9 と，南東から北西に延びるやや深い谷S D 8 1 0

に堆稜した産業廃棄物の堆積屑であり，鉄・銅津，輔羽口，鋳型，：t l l ､ 渦，鉄製品，銅製品，銅切

り屑，須恵器，土師器，瓦，木器，木簡，砥石などが出土した。

７世紀中頃の遺構藤原宮期の遺構が形成された整地土屑，あるいは同時期の炭届の下屑で検出

した。石敷遺構４箇所，井戸､ 基，石組溝２条などがある。．

石敷S X 8 1 5 は，南側約半分に．字形に列石を巡らせ，その中には拳大の石を，北側には人頭大

の石を敷きつめる。石敷の北辺には列石S X 8 1 7 があり，．字形列石の２辺とほぼ平行する。石敷
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の南側の溝S D8 1 3 は素掘りで，これを挟んだ南側は一段高いテラスになる。東側の溝S D8 1 6 は，

元来両側を石で護岸してあったようだ｡ S X 8 1 5 をはずれると護岸の痕跡はなく，素掘りの溝となる。

S D8 1 3 とS D8 1 6 はS X 8 1 5 の南東隅でつながり，ここにさらに南上段にある素掘りの南北瀞S D8 1 1

が注ぎ込む。S X 8 1 4はS X 8 1 5の西側で一段低い所にある小石を敷いた石敷。S X 8 1 8は，S X 8 1 5と北

西の井戸まわりのS X 8 2 3 をつなぐように作られた舗道状の石敷で，南端が約１ｍ高い。南東側は，

岩盤を削り込んで急な斜面となる。この斜面と石敷而との間には素掘り溝S D 8 1 9 がある。S D 8 1 9

は下で石組S X 8 2 0 につながり，S X 8 2 0 は斜めに石敷S X 8 1 8 を横切って石敷S X 8 2 3 の西側にある石

組溝S D8 2 5 につながる。S X 8 2 3 は，井戸S E 8 2 2 周囲に設けられた石敷。南側の岩盤を削り込んで

平坦面を作り，その南端に井戸S E 8 2 2 を掘る。西側を石組溝S D8 2 5 が囲み，東側にも弧状に並ぶ

石列S X 8 2 4 が残るので，南側を除き周囲に石組緋を巡らせていた可能性が強い。

S E 8 2 2はS X 8 2 3の南端にある横板組の井戸である。一辺約8 0 c m，深さ約1 . 6ｍで，横板は北３段，

束と南は４段，西は５段が造存する。蚊下段だけ内側に横桟をかませる。このほか，藤原宮期の

建物S B 8 0 5 の下瞬でこの時期のS D 8 0 9 の堆積牌（灰色シルト解・灰緑色粘砂聯）を掘り下げた。

土器・瓦・木器・木簡が出土し，少並の鮒の羽' 二I や漆壷が含まれる。井戸S E 8 2 2 からほぼ北北西

に向かって谷地形が延びていたものと推定できる。

遺物瓦蝶類，木簡・木製品，金属・金属製品，土器・土製品，石・石製品がある。そのうち工

房関係の遺物は木・金・土・石にまたがる多種多様な内容をもつ。

土器には土師器と須恵器のほかに少並の緑紬陶器・灰紬陶器・黒色土器などがある。灰緑色粘

砂から出土した７世紀前半代のものと，炭届・粗炭畷から出土した７世紀後半から８世紀初めの

土器が多く，６世紀初めと平安時代の土器が少数ある。炭瞬を中心に出土した約8 0 0 点以上の漆付

請土器には，パレットとして使用した杯Ⅲ類と容器として使用した壷謹類がある。

土製品には，鋳造・鍛造・ガラスに関わる輔羽口，州珊，とりべ，鋳型，炉壁のほかに土馬，

i ' ) 而硯, 転用硯, 土製円盤がある。輔羽口はおもに炭解から出土し, 総数520点以上ある。ガラス

琳渦は平城京内や石川県寺家遺跡など1 0 遺跡に出土例があるが，いずれも点数は少なく，蓋は今

回初めて出土した。ガラス関連の遺物にはほかに小玉の鋳型３点，原材料と思われる方鉛鉱や良

質の石英塊がある。小玉の鋳型は' ' 1 または精' ' 1 形の粘土板の一方の面に直径５mmの小孔を多数並

べたもので，小孔の中央に１ｍｍ未満の細孔が貫通する。細孔にはガラスが残り，下面の細孔部分

周辺は他よりも熱による変色が強い。類例は天理市布留遺跡，橿原市四条大田中遺跡等７遺跡で

出土しているが，ｊ: | | 渦とともに出土したのは今回が初めてである。とりべは椀形の厚手のものと，

土師器のつくりと同様の薄手のものがあり，いずれも片口に作り銅湯玉やカラミが付蒜する。鋳

型のほとんどは製品の種類が明らかでない破片であるが，仏像型と海獣葡萄鏡型が注目される。

石製品では大雄の砥石のほか，石製鋳型などが少並ある。砥石は2 . 5 c m火から5 0 c I n 大までの多様

な大きさのものが約9 9 0 点ある。大型・中型の「据え砥」は少なく，三角形・角形・多角柱形など

に使い込んだ小型の「持ち砥Ｉが多い。

９
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金属製品には銅と鉄があり，製品・未製品・屑など約2 0 0 点のほかに原料や鉱津がある◎ 鉄製品

には釘・鑓・刀子・雛・盤・はぱきなどがあり，刀子や錐の未製品が目立つ。銅製品では人形，

ピンセット，｜Ｉｌ頭釘，針のほか魚子を打った板，金銅製の板，透かし彫りの切り抜き崎片，たが

ねで削りとったときに生じる螺旋形の屑など共体的な製作の工程が推測できる。

木器は粗炭解から多並に出土した。金属器工房で用いた様（ためし：注文見本) ，漆工房用の

道具，木工具のほか，祭j i i E 具・遊戯具・服飾具・容器等がある◎ 様には雛・鎌・刀子・釘・間金

具，座金具，壷金具がある。木簡は，炭解及び粗炭牌から1 0 3 点が出土した。

瓦博類は整理紺にして6 0 箱ほど出土した。内訳は，粁丸瓦，軒平瓦，丸瓦，平瓦，垂木先瓦，

而戸瓦，礎斗瓦，鴎尾，蝶，土管などであるが，いずれも飛鳥寺所用のものと考えられる。

まとめ今回の訓査で，飛鳥寺近くの谷地形を利用し，７世紀中頃（漆・金属）と藤原宮期に営

まれた工房の存在が明らかとなった。宮期にはほぼ同じ場所で，金属（銅・鉄）・ガラス・木漆

器が生産されていたことも判明し，鉄製品の製作に木製の様を使うこともこの時期に遡ることが

知られた。この工房の性格については，原料などに評制下で税として集められた物品を使用する

一方，「石川宮」や「大伯皇子宮」などの嵩の物品も用いていることから，「f 『営] : 房」と断定す

るには至らなかった。しかし，飛鳥の宮郡のごく近くで金属製品などの生産遺跡を発見できたこ

とが股大の収穫であり，今後，飛鳥地域の土地利用や当時の金属器生産の実態を考える上で重要

な資料を提供したといえよう。（大脇潔）
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宮南而大垣
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